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平成 15年度の岡山大学歯学部4年次生全員57名 (男/女 :28/29名,平均年齢 :23.8±
3.7歳)を対象とした｡このうち,アンケートの各軸の回答結果に,1/3以上の回答欠損が
あったもの,および研究協力に同意が得られなかったものは対象者から除外した｡その結果,









4)第 1軸 ･2軸 ･3軸の相関
最後に,第 1軸,第2軌 第3軸それぞれの総合得点の相関を,speamanの順位相関係数
を用いて検討した｡その結果,第 1軸の口腔関連審美に関する問題意識の総合得点と,第 2
軸の審美的満足度の総合得点に,有意な負の相関が認められた (p<0.01,p-10.37)｡この
結果は,口腔関連審美に問題を感じている者ほど,審美的満足度が低いことを示しており,
本アンケー トの内的な一貫性が改めて証明されたと言える｡一方,第 1軸と,第2軸の日常
生活障害度には有意レベルに近い正の相関が認められた (p-0.08,p-0.24).また,第 2
軸の審美的満足度と第3軸の精神心理学的状態にも,負の相関が認められた (p-0.ll,p-
-0.22)が,有意な関係があるとまでは言えなかった｡第 1軸と第3軸の精神心理学的状態に
は有意な相関は静められなかった.
3.まとめ
本研究では,審美障害の新しい概念モデルに基づき,複雑な心理葛藤状態を多面的に評価
するための多軸診断アンケー トを新規作成し,その信頼性の検討,ならびにそれを用いた歯
学部4年次生の口腔関連審美に関する横断調査を行なった｡その結果,新規多軸診断アンケ
ートの信頼性は十分臨床使用に耐える高いものであることが明らかとなった｡また,歯学部
生の調査の結果,第 1軸の口腔関連審美に関する問題意識が,第2軸の口腔関連審美に関す
る審美的満足度や日常生活障害度と相互に影響を及ぼし合っている可能性が示唆された｡
